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図5：高ストレス群とその他の作業環境に対す
る問題識意識の比較
VI.考察
ストレス度調査では「非常にたくさんの仕事
をしなければならないj「時間内に仕事が処理し
きれない」の項目において、作業環境改善後に
ストレスは改善傾向にあり、これは作業環境改
善により作業スペースの確保や動線が短縮され、
作業効率が向上したことが要因と考えられる。
看護師のストレス度調査における先行研究は
多数あり、ストレスの要因としては業務量や業
務内容・人間関係等が多くを占めていることが
分かっている。業務量の整備や人的問題等の取
?〈??
り組むことが困難な問題に比べ、作業環境改善
は取り組みやすいストレス軽減方法の一つにな
り得ると考えられる。相川らは「ストレスに溢
れている職場の中でも、スタッフ同士が同じス
トレスを抱える仲間としてお互い助け合い、人
間関係を重要にしながら業務量、業務内容にも
目を向けて改善していく必要があるj2）として
いる。今回、病棟スタッフ全員で作業環境改善
に取り組んだことで達府惑が得られたのではな
いかと考える。また、仕事に対するモチベーシ
ョン向上につながることも今後期待できると考
える。
しかし一方で、作業環境改善により新たな環
境へ順応する必要があり、これらが新たなスト
レス要因になることも考えられる。今回は作業
環境とストレスの関連性について検討したため、
今後さらなるストレス軽減を目指すためには他
のストレス要因についても検討していく必要が
ある。
今回、作業環境改善後に前後のアンケートを
実施したため、タイムリーな結果を収集できて
いないこと、また作業環境改善後も依然問題と
考える点が多数存在するため、これらの課題に
取り組むべく、作業環境改善を継続することが
今後の課題である。
VI.結論
作業環境を改善することで看護師のスト
レス軽減につながる可能性が示唆された。
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